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1. 2020年3月期第3四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第3四半期 203,686 46.3 1,521 △81.5 1,082 △86.6 29 △99.6

2019年3月期第3四半期 139,231 20.5 8,215 △11.1 8,093 △11.5 7,181 19.3

（注）包括利益 2020年3月期第3四半期　　△10,449百万円 （―％） 2019年3月期第3四半期　　4,692百万円 （△40.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第3四半期 0.54 ―

2019年3月期第3四半期 222.95 ―

　2019年６月19日開催の取締役会決議に基づき自己株式の取得を行い、また、2019年12月25日開催の取締役会決議に基づき自己株式の消却を行っておりま
す。１株当たり四半期純利益については、当該自己株式の取得および消却の影響を考慮しております。なお、自己株式の取得および消却については2019年６
月19日公表の「自己株式取得に係る事項の決定および自己株式の消却に関するお知らせ」および2019年12月25日公表の「自己株式の消却に関するお知らせ」
をご覧ください。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2020年3月期第3四半期 328,848 185,035 55.1

2019年3月期 374,246 200,200 52.3

（参考）自己資本 2020年3月期第3四半期 181,083百万円 2019年3月期 195,698百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― 45.00 ― 24.00 69.00

2020年3月期 ― 15.50 ―

2020年3月期（予想） 0.00 15.50

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 2020年 3月期の連結業績予想（2019年 4月 1日～2020年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 260,000 39.9 △1,900 ― △2,300 ― △2,800 ― △50.57

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

　2019年６月19日開催の取締役会決議に基づき自己株式の取得を行い、また、2019年12月25日開催の取締役会決議に基づき自己株式の消却を行っておりま
す。連結業績予想の１株当たり当期純利益については、当該自己株式の取得および消却の影響を考慮しております。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(注) 詳細は、【添付資料】９ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記　(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧くださ

い。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期3Q 54,507,307 株 2019年3月期 57,437,307 株

② 期末自己株式数 2020年3月期3Q 12,887 株 2019年3月期 1,212,166 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期3Q 55,654,473 株 2019年3月期3Q 32,213,715 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　業績予想等につきましては、現時点で入手可能な情報に基づいて当社グループで判断したものであります。予想には様々な不確定要素が内在しており、実際
の業績等はこれらの予想数値と異なる場合があることをお含みおきください。（業績予想に関する事項につきましては、【添付資料】３ページ「１．当四半期決算に
関する定性的情報　（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご参照ください。）



【添付資料】 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（1）経営成績に関する説明 

当第３四半期（2019年4月1日～2019年12月31日）におけるわが国経済は、個人消費と雇用環境の改

善を背景として緩やかな回復基調で推移しましたが、米中貿易摩擦が世界経済に与える影響、中国を

はじめとする新興国経済の減速懸念などによる海外経済の減速によって、生産や輸出の落込みがみら

れ、企業の業況判断は製造業を中心に慎重さが増しております。 

特殊鋼業界におきましては、前年度後半からの工作機械、ロボット、半導体製造装置など一部の向

け先への調整の動きが、昨年夏頃に自動車、産業機械、建設機械向け等、主要需要業界全体に拡がっ

たことなどから、受注状況は急速に悪化しました。これにより特殊鋼熱間圧延鋼材の生産量は、前年

同期を下回る水準で推移しました。 

このような中、当社グループの売上高は、当社単体の売上数量は減少したものの、当第１四半期か

らスウェーデンの子会社Ovakoを連結対象としたことなどにより、前年同期比644億55百万円増の2,036

億86百万円となりました。利益面では、当社単体の営業利益が売上数量の減少や副資材価格の上昇、

修繕費の増加、数量減に伴うコストアップなどにより減少したこと、Ovakoおよびインドの連結子会社

MSSSののれん償却費の増加などにより、営業利益は前年同期比66億93百万円減の15億21百万円、ROS

（売上高営業利益率）は0.7％（前年同期は5.9％）となりました。また、親会社株主に帰属する四半

期純利益は、営業利益の減に加えて、前年同期にMSSSを連結子会社化したことにともなう段階取得に

係る差益（14億59百万円）を計上していたことなどにより前年同期比71億52百万円減の29百万円とな

りました。 

 

当第３四半期損益の概要(2019年4月1日～2019年12月31日) 

(単位:億円) 

 当第３四半期 前年同期 差引増減 増減率(％) 

売上数量(千t) 1,283 881 402 +45.6 

(内 当社単体) (682) (802) (△120) (-15.0) 

(内 Ovako)  (注2) (526) (-) (526) (-) 

(内 MSSS)   (注2) (75) (79) (△3) (-4.4) 

売上高 2,037 1,392 645 +46.3 

営業利益 15 82 △67 -81.5 

(内 当社単体) (41) (76) (△35) (-45.8) 

(内 Ovako)  (注2) (4) (-) (4) (-) 

(内 MSSS)   (注2) (△6) (0) (△7) (-) 

(内 のれん償却費) (△21) (△2) (△19) (-) 

経常利益 11 81 △70 -86.6 

(同 のれん償却前) (32) (83) (△51) (-61.2) 

親会社株主に帰属する四半期純利益 0 72 △72 -99.6 

(同 のれん償却前、段階取得差益(注3)計上前) (22) (59) (△38) (-63.5) 

(注1) 金額は億円未満を四捨五入しております。 

(注2) Ovakoは当第１四半期から、MSSSは前第２四半期から損益を連結しております。 

(注3) 前年同期に計上したMSSS連結子会社化にともなう段階取得に係る差益(14億59百万円) 

 

セグメント別の売上高および営業損益の状況は、次のとおりであります。なお、各セグメントの売

上高につきましては、セグメント間の内部売上高又は振替高が含まれております。 
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鋼材事業  

当第３四半期の売上高は、当社売上数量は減少したものの、当第１四半期からOvakoを連結対象とし

たことなどにより、前年同期比660億99百万円増の1,934億59百万円となりました。営業利益は、Ovako

の営業利益の計上はありましたが、当社売上数量の減少や副資材価格の上昇、OvakoおよびMSSSののれ

ん償却費の増加などにより、前年同期比57億47百万円減の11億24百万円となりました。 

 

粉末事業  

当第３四半期の売上高は、売上数量の減少や売上単価の低下などにより、前年同期比5億54百万円減

の31億57百万円となりました。営業利益は、売上数量の減少や売上単価の低下などにより、前年同期

比4億24百万円減の1億57百万円となりました。 

 

素形材事業  

当第３四半期の売上高は、為替変動による外貨建て売上高の増はありましたが、売上数量の減少な

どにより、前年同期比18億83百万円減の133億55百万円となりました。営業利益は、為替変動による売

上高の増加や販売構成の改善はありましたが、売上数量の減少などにより、前年同期比5億18百万円減

の1億53百万円となりました。 

 

その他  

子会社を通じて情報処理サービス等を行っており、当第３四半期の売上高は前年同期比63百万円増

の11億83百万円、営業利益は、前年同期比9百万円増の36百万円となりました。 

 

（2）財政状態に関する説明 

当第３四半期末の総資産残高は、受取手形及び売掛金の減少、たな卸資産の減少などにより、前期

末比453億97百万円減の3,288億48百万円となりました。負債残高は、支払手形及び買掛金の減少、借

入金およびコマーシャル・ペーパーの減少などにより、前期末比302億32百万円減の1,438億12百万円

となりました。純資産残高は、その他の包括利益累計額の減少などにより、前期末比151億64百万円減

の1,850億35百万円となりました。この結果、当第３四半期末におけるＤ／Ｅレシオ（純資産残高に対

する有利子負債残高（現預金残高控除後）の割合）は0.31（前期末は0.34）となりました。 

 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

米中貿易摩擦の影響等による海外経済減速、主要需要業界における調整の長期化、特殊鋼業界にお

ける国際競争の激化など、当社グループをとりまく事業環境は非常に厳しい状況にあります。 

こうした中、当社グループは、第10次中期経営計画「Sanyo Global Action 2019」に掲げたとおり、

経営理念『信頼の経営』のもと、生産構造改革の実行などによる事業基盤の強化、技術先進性のさら

なる追求、「高信頼性鋼の山陽」のグローバルブランド化を推進することで、競合激化、原料・副資

材・エネルギー価格の上昇等の厳しい経営環境においても、人・技術・利益の持続的成長を追求して

まいります。また、日本製鉄、Ovakoとの連携に関しましては、当社およびグループ会社のポテンシャ

ルを最大限発揮し、相乗効果の早期発現を図ってまいります。 

なお、足下の受注状況から当社単体の下期売上数量が前回開示時点(2019年10月30日)の想定に比べ

て減少するとみられることなどから、通期の連結業績予想を次のとおり修正いたしました。 
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2020年3月期通期連結業績見通し 

売上高              2,600億円(前回予想比△170億円) 

営業利益             △19億円(  〃   △59億円) 

経常利益             △23億円(  〃   △53億円) 

親会社株主に帰属する当期純利益  △28億円(  〃   △44億円) 

 

今回の業績予想の修正により、2020年3月期下期の損益が赤字計上の見通しとなりましたので、誠に

遺憾ながら、期末配当の実施を見送らせていただく予定といたしました。このような事態となりまし

たことを重く受け止め、まずは経営責任を明確にするために役員等報酬の一部返上を行うとともに、

雇用調整助成金制度を活用した休業等(雇用調整)や管理職給与の一部自主返上等の収益改善対策を実

施し、早期の収益改善を図ってまいります。 

 

業績予想の修正等に関しましては、本日開示の「通期業績予想の修正に関するお知らせ」、「2020

年3月期(第108期)配当予想の修正に関するお知らせ」および「緊急収益改善対策の実施に関するお知

らせ」をご参照ください。 

 

 

（注）業績予想等につきましては、現時点で入手可能な情報に基づいて当社グループで判断したものであ

ります。予想には、様々な不確定要素が内在しており、実際の業績等はこれらの予想数値と異なる

場合があることをお含みおきください。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

 (1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 22,385 17,632 

受取手形及び売掛金 75,201 62,256 

電子記録債権 7,371 6,688 

商品及び製品 26,268 21,912 

仕掛品 43,734 37,258 

原材料及び貯蔵品 25,489 22,722 

未収還付法人税等 61 1,564 

親会社株式 1,127 ―

その他 10,083 3,863 

貸倒引当金 △173 △176

流動資産合計 211,549 173,724 

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 59,959 57,074 

その他（純額） 43,886 48,264 

有形固定資産合計 103,846 105,338 

無形固定資産

のれん 42,400 36,307 

その他 3,189 3,095 

無形固定資産合計 45,590 39,403 

投資その他の資産 13,259 10,382 

固定資産合計 162,696 155,124 

資産合計 374,246 328,848 

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 39,000 26,554 

短期借入金 52,834 37,088 

コマーシャル・ペーパー 8,000 ―

未払法人税等 2,615 168 

賞与引当金 2,180 1,010 

役員賞与引当金 97 ―

環境対策引当金 169 76 

その他 22,563 26,029 

流動負債合計 127,461 90,926 

固定負債

社債 10,000 10,000 

長期借入金 20,508 25,658 

役員退職慰労引当金 48 58 

債務保証損失引当金 3 2 

環境対策引当金 143 134 

退職給付に係る負債 11,265 12,225 

その他 4,614 4,806 

固定負債合計 46,584 52,886 

負債合計 174,045 143,812 
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 53,800 53,800 

資本剰余金 55,896 51,486 

利益剰余金 85,715 83,540 

自己株式 △1,923 △19

株主資本合計 193,489 188,807 

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,177 1,581 

繰延ヘッジ損益 ― 82 

為替換算調整勘定 △39 △6,090

退職給付に係る調整累計額 70 △3,297

その他の包括利益累計額合計 2,209 △7,723

非支配株主持分 4,501 3,951 

純資産合計 200,200 185,035 

負債純資産合計 374,246 328,848 
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 (2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

売上高 139,231 203,686 

売上原価 118,833 177,418 

売上総利益 20,397 26,267 

販売費及び一般管理費 12,182 24,746 

営業利益 8,215 1,521 

営業外収益

受取利息 43 110 

受取配当金 250 211 

受取賃貸料 47 220 

その他 214 114 

営業外収益合計 556 656 

営業外費用

支払利息 346 622 

為替差損 ― 335 

その他 332 138 

営業外費用合計 678 1,095 

経常利益 8,093 1,082 

特別利益

投資有価証券売却益 79 849 

固定資産売却益 ― 46 

段階取得に係る差益 1,459 ―

特別利益合計 1,538 895 

特別損失

投資有価証券売却損 ― 646 

固定資産除売却損 408 369 

特別損失合計 408 1,016 

税金等調整前四半期純利益 9,223 961 

法人税、住民税及び事業税 1,947 536 

法人税等調整額 231 801 

法人税等合計 2,178 1,338 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 7,045 △376

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △136 △406

親会社株主に帰属する四半期純利益 7,181 29 
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 7,045 △376

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,634 △596

繰延ヘッジ損益 ― 82 

為替換算調整勘定 △246 △6,172

退職給付に係る調整額 △66 △3,367

持分法適用会社に対する持分相当額 △406 △18

その他の包括利益合計 △2,353 △10,073

四半期包括利益 4,692 △10,449

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,947 △9,902

非支配株主に係る四半期包括利益 △255 △547

山陽特殊製鋼㈱ (5481)2020年3月期第3四半期決算短信

8



　(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

　　(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

  　(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

  　(会計方針の変更)

　　(セグメント情報）
　前第３四半期連結累計期間 (自 2018年４月１日  至 2018年12月31日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

「その他」の区分は、報告セグメントに含んでいない情報処理サービス事業等であります。

　2019年６月19日開催の取締役会において自己株式の取得を決議し、自己株式1,730,000株の取得を
行っております。この結果、当第３四半期連結累計期間において、自己株式が2,506百万円増加してお
ります。
　また、2019年12月25日開催の取締役会において自己株式の消却を決議し、2019年12月27日付で自己
株式2,930,000株の消却を行っております。この結果、当第３四半期連結累計期間において資本剰余金
及び自己株式がそれぞれ4,410百万円減少しております。

 セグメント利益

139,231 

6,872 582 671 8,126 

1,120 147,432 △8,200 

61 27 8,153 8,215 

1,017 8,200 △8,200 － 

146,311 

セグメント間の内部
売上高又は振替高

7,183 － － 7,183 

計 127,359 3,712 15,239 

　国際財務報告基準を適用している子会社は、第１四半期連結会計期間より、国際財務報告基準第16
号「リース」を適用しております。これにより、リースの借手は、原則としてすべてのリースを貸借
対照表に資産および負債として計上することといたしました。本基準の適用にあたっては、経過措置
として認められている、基準の適用による累積的影響を適用開始日に認識する方法を採用しておりま
す。
　この結果、当第３四半期連結会計期間末の「有形固定資産」が2,040百万円増加し、流動負債の「そ
の他」が682百万円および固定負債の「その他」が1,365百万円増加しております。当第３四半期連結
累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

外部顧客への売上高 120,176 3,712 15,239 139,128 103 139,231 － 139,231 

 売上高

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)3鋼材 粉末 素形材

報告セグメント その他
(注)1

合計
調整額
(注)2計

(注)

2. セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

1.

3. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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　当第３四半期連結累計期間 (自 2019年４月１日  至 2019年12月31日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

「その他」の区分は、報告セグメントに含んでいない情報処理サービス事業等であります。

3.

1,521 

(注) 1.

2. セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

1,435 157 153 36 1,472 49  セグメント利益

セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

203,686 

6,375 

計 193,459 3,157 13,355 

セグメント間の内部
売上高又は振替高

209,972 

1,124 

6,375 － 0 

△7,470 

1,094 7,470 △7,470 

1,183 211,156 

－ 

外部顧客への売上高 187,083 3,157 13,355 203,596 89 203,686 － 

報告セグメント その他
(注)1

合計

203,686 

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)3鋼材 粉末 素形材 計

調整額
(注)2

 売上高
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１．当第３四半期の業績と通期の予想

(単位：千ｔ、百万円、％)

当第３四半期 前第３四半期 増減 増減率 通期 前期 増減 増減率

（実績） （実績） （予想）
(※)

（実績）

売上高 203,686 139,231 64,455 46.3 260,000 185,818 74,181 39.9 

営業利益 1,521 8,215 △6,693 △81.5 △1,900 10,123 △12,023 ― 

(ＲＯＳ) (0.7) (5.9) (△5.2) (△0.7) (5.4) (△6.1)

(内、単体) 4,127 7,620 △3,493 △45.8 3,100 9,757 △6,657 △68.2 

(内、Ovako) 446 ― 446 ― △600 ― △600 ― 

(内、MSSS) △642 12 △655 ― △900 △210 △689 ― 

(内、のれん償却) △2,133 △202 △1,931 ― △2,900 △305 △2,594 ― 

経常利益 1,082 8,093 △7,010 △86.6 △2,300 9,437 △11,737 ― 

29 7,181 △7,152 △99.6 △2,800 7,721 △10,521 ― 

売上数量 1,283 881 402 45.6 1,616 1,171 445 38.0 

(内、単体) 682 802 △120 △15.0 855 1,061 △206 △19.4 

(内、Ovako) 526 ― 526 ― 667 ― 667 ― 

(内、MSSS) 75 79 △3 △4.4 94 110 △16 △14.7 

設備投資 14,259 7,671 6,588 85.9 27,000 10,618 16,382 154.3 

減価償却費 10,989 6,914 4,075 58.9 16,000 9,338 6,662 71.3 

(※)予想(1月以降)の主要前提：鉄スクラップ(姫路地区H2市況) 23.0千円/t、原油(ドバイ)＄65/BL、為替110円/＄、120円/€

(注) 特別損失に投資有価証券評価損 488百万円を計上している。

２．当第３四半期の営業利益増減要因（対前年同期）

親会社株主に帰属する
当期純利益

2020年３月期 第３四半期決算発表

参考資料 

（参考）四半期業績推移 (単位：千ｔ、百万円、％)

4-6月期 7-9月期 10-12月期 1-3月期 通期 4-6月期 7-9月期 10-12月期

43,912 45,823 49,496 46,586 185,818 77,228 68,863 57,594 

3,680 2,156 2,378 1,907 10,123 2,450 167 △1,096 

(8.4) (4.7) (4.8) (4.1) (5.4) (3.2) (0.2) (△2.0)

3,876 1,873 2,343 1,344 9,437 2,296 △62 △1,151 

3,987 1,073 2,121 539 7,721 1,788 △409 △1,349 

売上数量 281 291 310 290 1,171 479 423 381

(内、単体) 281 251 270 258 1,061 255 207 219

(内、Ovako) ― ― ― ― ― 196 191 139

(内、MSSS) ― 40 39 31 110 28 25 23

2020年3月期2019年3月期

(ＲＯＳ)

親会社株主に帰属する
当期純利益

売上高

営業利益

経常利益

（単位：億円）

１．原燃料価格 27 １．販売数量 41 

２．販売価格・構成 6 ２．諸資材･外注、物流費 23 

３．変動費のコストダウン 7 ３．修繕費 6 

４．固定費等 5 

５．のれん償却額 19 

６．連結子会社利益 13 

    計（Ａ） 40     計（Ｂ） 107 

    差引（Ａ）－（Ｂ） △67 

増  益  要  因 減  益  要  因
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